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兵庫県立加古川西高等学校 

           
文武両道による人格の形成  

 

                                         

     

     

 
 
 
 
 
 

                                   

     

         

           

 

                

 
 
 
                                     

 

        

       

   

            

    

 

【
書
道
部
】 

特
別
賞
受
賞 

 
８
月
に
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
34
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」
に
お
い
て
、
本
校

３
年
生
熱
田
智
美
さ
ん
の
「
臨

竹
簡
」
が
「
特
別
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
左

の
写
真
で
は
少
し
わ
か
り
に
く

い
で
す
が
、
竹
簡
を
の
び
や
か

に
書
い
た
も
の
で
す
。 

 

な
お
、
同
作
品
は
今
年
度
い

っ
ぱ
い
「
全
国
大
会
特
別
賞
受

賞
」
と
い
う
勲
章
を
刻
ん
で
も

ら
い
、
県
教
育
長
室
に
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。 

      

ま
た
、
書
道
部
顧
問
の
山
口

先
生
は
、
今
年
度
の
日
展
に
入

選
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
こ
こ

数
年
日
展
に
連
続
入
選
さ
れ
て

い
ま
す
。 

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
写
真
部
】 

最
優
秀
賞
受
賞 

３
年
生
高
見
健
太
君
の
作
品

が
県
高
等
学
校
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
作

品
は
近
畿
高
校
総
文
に
出
品

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

            

高
見
君
本
人
に
作
品
に
つ

い
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
今
回
受
賞
し
た
作
品

は
、
６
月
の
文
化
祭
練
習
中

に
撮
っ
た
も
の
で
す
。
全
員

が
最
高
点
に
い
る
躍
動
感
の

あ
る
瞬
間
を
狙
い
ま
し
た
。

県
大
会
で
最
優
秀
通
過
す
る

な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。 

近
畿
総
文
は
11
月
６
日･

７
日
の
両
日
に
奈
良
の
入
江

泰
吉
写
真
美
術
館
で
開
か
れ

ま
す
。

結
果
を
期
待
し
な
が
ら
見
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

【
美
術
部
】 

２
年
生
の
大
濱
千
尋
（
お
お

は
ま
ち
ひ
ろ
）
さ
ん
が
、
第
30
回

近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門
展
（
奈
良
県

文
化
会
館
）
に
出
品
し
ま
す
。

大
濱
さ
ん
は
昨
年
度
の
県
総
文

で
１
年
生
な
が
ら
特
選
を
受
賞

し
、
兵
庫
県
代
表
と
し
て
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。
出
品
す
る
絵
画

作
品
は
、
自
画
像
と
ご
み
箱
を

題
材
と
し
、
独
特
な
構
図
で
自

己
の
内
面
を
表
現
し
た
も
の
で

す
。
近
畿
総
文
で
は
、
講
演
会
、

交
流
会
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

      【
茶
道
部
】 

茶
道
部
は
、

11
月

14
日

（
日
）
に
神
戸
相
楽
園
で
行
わ

れ
る
近
畿
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
茶
道
部
門
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 ８

月
29
日
に
行
わ
れ
た
兵

庫
県
研
鑽
会
で
優
秀
賞
を
い
た 大濱さんの作品 

写真部高見君の作品「跳躍」 

部
活
動
特
集 

そ
の

弐

文
化
部
が
凄
い
！ 

 
熱田智美さんと作品 

だ
き
、
近
畿
総
文
へ
の
参
加
補

欠
校
に
選
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
正
式
に
参
加
が

決
定
し
ま
し
た
。 

研
鑽
会
で
は
、
５
人
の
チ
ー

ム
で
、
お
点
前
を
し
て
客
を
も

て
な
す
亭
主
側
と
、
招
か
れ
て

お
菓
子
と
お
茶
を
い
た
だ
く
客

側
の
両
方
を
行
う
中
で
、
礼
儀

作
法
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
ま
と

ま
り
等
を
評
価
・
審
査
さ
れ
ま

し
た
。 

講
師
の
後
藤
昭
子
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
、
２
年
生
を
中

心
に
自
主
練
習
を
行
う
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
稽
古
を

し
、
立
派
な
お
点
前
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
近
畿
総
文
で
は
例
外

的
に
茶
道
部
門
だ
け
神
戸
の
相

楽
園
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
11
月
14
日
当

日
も
、
普
段
通
り
お
も
て
な
し

の
心
を
大
切
に
、
素
晴
ら
し
い

お
茶
席
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

茶道部のメンバー 

ちょっと一言 先号で体育系部活動の様子をお知らせしましたが、今号では文化系部活動の活躍をお知らせ

しています。文化部も県総合文化祭、近畿総合文化祭、全国総合文化祭と活躍の場が広がっています。秋は

県、近畿の総合文化祭が開催され、来夏の全国につながります。また、県レベルでは「数学・理科甲子園」とい

う大会も開催されています。これは数学、理科、科学技術の知識や技能を、3 人 1 組の団体で競い合うというも

のです。今年本校は初出場ながら予選52組中23位という成績でした。残念ながら本選出場はならなかったの

ですが、来年への希望をつなげるものとなりました。 


